（土地・戸建住宅）
                       登　記　申　請　書　（記 載 例）
登記の目的　　所有権登記名義人住所変更
原　　　因　　平成２９年１月１４日　名称地番変更　（注１）
変更後の事項　住所　春日井市○○町○丁目○番地○　（注２）
申　請　人　　春日井市○○町○丁目○番○号
                  春　日　井　　太　郎　　　 eq \o\ac(○,印)
     【連絡先（９時～１７時）の電話番号　００００－００－００００　】　（注３）
添付書類
  　登記原因証明情報（注４）　　代理権限証書（注５）
　　非課税証明書　　　　※配偶者等家族が申請する場合でも、代理権限証書が必要です。
平成○○年○○月○○日申請　名古屋法務局　春日井支局　（注６）
※代理人申請の場合は記入が必要です。（注７）
代　理　人　　　○○市△△町一丁目□□番地
　　　　　　　　春　日　井　　花　子　　　 eq \o\ac(○,印)
　　【連絡先（９時～１７時）の電話番号　００００－００－００００　】
登録免許税　　　　登録免許税法第５条第５号　（注８）
不動産の表示　（注９）
所在　　春日井市○○町○丁目
地番　　○○番○
地目　　宅　　地
地積　　２００．００平方メートル
所在　　春日井市○○町○丁目○○番地○
家屋番号　　○○番○
種類　　居　　宅
構造　　木造かわらぶき２階建
床面積　　１階　７０．００平方メートル
　　　　　　　　　２階　６０．００平方メートル
※これは記載例です。下に線が書かれている部分を申請内容に応じて書き直してください。(注)は記載不要です。
（土地・戸建住宅）

　委　　任　　状　（記　載　例）
住所　○○市△△町一丁目□□番地
氏名　春日井　花子　　　　　　　　←※代理人になる方の住所・氏名
上記の者を代理人と定め、後記不動産について下記の登記申請、登記完了証の受領、補正のための取下げ及び原本還付請求に関する一切の権限を委任します。

記

１　不動産の表示　　　後記のとおり

２　登記の目的　　　　所有権登記名義人住所変更

３　登記原因　　　　　平成２９年１月１４日　名称地番変更

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑※申請書の登記原因と同一
４　変更後の事項　　　住所　春日井市○○町○丁目○○番地○
平成○○年○○月○○日　　←※委任状を作成した日
住所　春日井市○○町○丁目○○番地○
氏名　春　日　井　太　郎　　 eq \o\ac(○,印)　　←※委任をする方の住所・氏名・印
不動産の表示
春日井市○○町○丁目○○番○　　　の土地

春日井市○○町○丁目○○番地○　
家屋番号　　○○番○　　　　の建物

※これは記載例です。下に線が引かれている部分を申請内容に応じて書き直してください。

（集合住宅）
                       登　記　申　請　書　（記　載　例）
登記の目的　　所有権登記名義人住所変更
原　　　因　　平成２９年１月１４日　名称地番変更　（注１）
変更後の事項　住所　春日井市○○町○丁目○○番地○　（注２）
申　請　人　　春日井市○○町○丁目○○番地○
                  春　日　井　　太　郎　　　　　 eq \o\ac(○,印)
        【連絡先（９時～１７時）の電話番号　００００－００－００００　】　（注３）
添付書類
　登記原因証明情報（注４）　　代理権限証書（注５）
　　非課税証明書　　　　　　　※配偶者等家族が申請する場合でも、代理権限証明書が必要です。
平成○○年○○月○○日申請　名古屋法務局　春日井支局　（注６）
※代理人申請の場合は記入が必要です。（注７）
代　理　人　　○○市△△町一丁目□□番地
　　　　　　　春　日　井　　花　子　　　 eq \o\ac(○,印)
　　　【連絡先（９時～１７時）の電話番号　００００－００－００００　】
登録免許税　　　　登録免許税法第５条第５号　（注８）
不動産の表示（注９）
　一棟の建物の表示
所　　　　在　　春日井市　○○町○丁目○○番地○
　　建物の名称　　○○マンション
専有部分の建物の表示

　　家屋番号　　○○町○丁目○番○
　　建物の名称　　○○○
　　種類　　居　宅
　　構造　　鉄筋コンクリート造１階建
　　床面積　　３階部分　７０．００平方メートル
敷地権の表示

所在及び地番　春日井市　○○町○丁目○○番○
地目　　宅　地
地積　　２００．００　平方メートル
敷地権の種類　　所有権
敷地権の割合　　○○○分の○○
※これは記載例です。下に線が書かれている部分を申請内容に応じて書き直してください。(注)は記載不要です。
（集合住宅）

　委　　任　　状　（記　載　例）
住所　○○市△△町一丁目□□番地
氏名　春日井　花子　　　　　　　　←※代理人になる方の住所・氏名
上記の者を代理人と定め、後記不動産について下記の登記申請、登記完了証の受領、補正のための取下げ及び原本還付請求に関する一切の権限を委任します。

記

１　不動産の表示　　　後記のとおり

２　登記の目的　　　　所有権登記名義人住所変更

３　登記原因　　　　　平成２９年１月１４日　名称地番変更

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑※申請書の登記原因と同一
４　変更後の事項　　　住所　春日井市○○町○丁目○○番地○
平成○○年○○月○○日　　←※委任状を作成した日
住所　春日井市○○町○丁目○○番地○
氏名　春　日　井　太　郎　　 eq \o\ac(○,印)　　←※委任をする方の住所・氏名・印
不動産の表示

　一棟の建物の表示
所　　　　在　　春日井市　○○町○丁目○○番地○
　　建物の名称　　○○マンション
専有部分の建物の表示

　　家屋番号　　○○町○丁目○番○
　　建物の名称　　○○○
　　種類　　居　宅
　　構造　　鉄筋コンクリート造１階建
　　床面積　　３階部分　７０．００平方メートル
敷地権の表示

所在及び地番　春日井市　○○町○丁目○○番○
地目　　宅　地
地積　　２００．００　平方メートル
敷地権の種類　　所有権
敷地権の割合　　○○○分の○
※これは記載例です。下に線が引かれている部分を申請内容に応じて書き直してください。
☆法務局からのお願い
①文字は、インク・黒色ボールペン等ではっきりと書いてください。鉛筆は使用できません。パソコンから出力したものでも差し支えありません。

②申請書に添付した書類（原本）をお返しする場合（原本還付）は、原本にその写し（コピー）を添えて請求してください。写しの末尾には、申請人または代理人において『原本と相違ない』旨を記載し、署名（記名）押印をします。

☆書式の解説

（注１）登記原因は、次のとおり記載します。

　　Ａ　登記簿上の住所から、土地の名称地番に変更があった場合

『平成２９年１月１４日名称地番変更』

　　Ｂ　登記簿上の住所から住所移転した後、土地の名称地番に変更があった場合

　　　　　『平成○○年○月○日住所移転、平成２９年１月１４日名称地番変更』

（注２）変更後の事項は、『住所』（共有で所有している場合は『共有者何某の住所』）として、土地の名称地番変更後の住所を記載します。

（注３）申請人である所有権の登記名義人の住所（現在の住所）及び氏名を記載して押印（認印で可）します。代理人に委任する場合は、この箇所への押印は不要です。
＊申請書の記載事項に補正すべき点がある場合等に法務局の担当者から連絡するための連絡先の電話番号（開庁時間内に連絡の取れる番号、携帯電話でも可）を必ず記載してください。

（注４）登記原因を証するものとして、
・（注１）Ａの場合は、土地の名称地番変更証明書（登記簿上の住所、現在の住所、土地の名称地番変更の日が記載されているもの）等を添付します。
・（注１）Ｂの場合は、住民票等（登記簿上の住所から土地の名称地番変更直前の住所までの移転の経緯が分かるもの）及び土地の名称地番変更証明書を添付します。
　　　・住所移転の経緯を証明できない場合は、申請する不動産を管轄する法務局に事前にご相談ください。

　　　＊土地の名称地番変更に伴う住所変更の登記については、登録免許税は免除されますので、それを証する書面が必要ですが、（注４）の登記原因証明情報が非課税証明書を兼ねます。
（注５）登記申請に関する委任状のことです。代理人が申請する場合、必要となります。
（注６）申請書を提出する日と提出先の法務局の名称を記載します。

（注７）代理人の住所及び氏名を記載して押印（認印で可）します。（代理人が申請する場合のみ記入します。）
　　　＊申請書の記載事項に補正すべき点がある場合等に法務局の担当者から連絡するための連絡先の電話番号（開庁時間内に連絡の取れる番号、携帯電話でも可）を必ず記載してください。
（注８）登録免許税は免除されますので、その適用条項として、土地の名称地番変更の場合は『登録免許税法第５条第５号』と記載します。

（注９）住所の変更登記をする土地又は建物を登記簿のとおりに記載してください。
☆登記申請をする不動産を特定（申請書等の「不動産の表示」が記入できる内容）してい

ただく必要がありますので、参考資料（「換地処分通知」等）をご持参ください。
